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1 ．研究の背景と目的

　大地 震の 後 に発 生す る と予想 され る 同時 多発 火 災か ら

群集を い か に安全 に避 難 させ るか は 、応急対応 上 の 大 き

な問題 で あるが、火災が 徐々 に拡大 して い く過程 で被災

者が どの タイ ミ ン グ で 避難を開始す る か、ある い は行政

が い っ 避 難勧告 を 出すべ きか に つ い て は、ま だ 解明すべ

き問題 が残 され て い る。
　
一般 に被災 者は 家族 ま た は隣人 の 救助や怪我 の 救謹、

初期消火、あるい は家財の 持ち出 し など、発 災後 の 対 応

とし て 被災現場で や るべ き こ とが 多々 あ り、住民 は 出来

る 限 り自宅近 隣に 留ま る とい う傾向 が存在す る 。 こ う し

た 自助 活 動 は、行 政 府 側 の 立場 か らも非 常 に期 待 され て

い る こ と で あ る〔1，。従 っ て 自由避 難 に任せ てお くと、 火

災接 近 よ り危 険 を 感 知 した 「見 切 り時 刻 亅 が避難開始 時

刻 に な る こ とが 知 られ て い る。 しか し、こ の 見切 り時刻

は避難揚所ま で の 経路の 安全を考慮 しない ため、避 難途

上で 行く手を断たれる危険をは らん で い る 。 行政 に よ る

避難勧告 は、従っ て 現 地で の そ う した 自助 活動 を奨 励 し

なが らも避難場所へ 至る避難経路の 安全が確 保 され る限

界と して の 「最遅避難闘始時刻」 として発 令され る必 要

が ある
a）。

　とは い え避難開始を最遅化す る とい うこ とは 、最短経

路が 早 め に 遮 断 され た場 合 に は 迂回 路を通 る こ とを意味

す る。即 ち早 く避 雌を 朋始 して 短い 距 離 を行 く か、遅 く

ま で 残 り長 距離の 避難 をする か の ト レードオ フ が 発 動 し、
選択的意忘決定の 問題 となる

O〕。
　東京 都 で は、そ れ を発 災後 1 時 間程 度 と設 定 し、1 時

間 経過 語 に 同時一斉避難勧告を出す よ うに定 めて い るが 、

こ の 1 時間とい う時刻 に確た る根拠 は な い
。 即 ち、場所

に よっ て は 1 時聞 で は 早す ぎ、ま た 逆 に ま だ充分 に現地

で の 活動が続行出来 る場合もある。

　こ うした火 災の 拡 大に 応 じて 避難勧告を発令す る とい

う考 え方 は、当 然 地 震発生 後の リア ル タイ ム 情報 処理 シ

ス テ ム を前提 とする。 その ような情報伝達 が被災住民 の

宋 端 まで 可 能か 否 か に つ い て は
一

つ の 課題 と して 十 分 に

検討され る必 璽があ る 。 本研 究は、そ の 可能性を前提 と

した 上 で、火 災 の 拡 大 に 伴 い 道 路が 次 々 と閉塞 して い く

状況 の 下 で 可 能な迂 回 路 が存在 す る 限 り居 住地 で の 自

助 ・救助活動を続けるた め、避難距離の 増加 との 対 比 か

ら適正 な避難開始距離の あ り方 を求 め るこ とを目的とす

る。

2 ．先行研究

　先行研究として は、増 山 ・梶 ・李 らの最遅避 難時刻 に

関 す る
一
連 の研 究

1）Pt3｝あ る。これ らの 研 究 は、固定避 難

経路を前提に 延焼に よ る道路閉塞 、 避難群集 の 混雑 に よ

る 歩行速度の 遅れを考慮 して 「最遅避 難開 始時刻」 を求

め たもの で、研究の 背 景で 述べ られ て い る 「最遅避難」

とい う考 え方 を一番 最 初 に 提唱 し た研究で あ り、ま た こ

の 問題に
一

つ の 解を与えたとい うこ と で 評 価 で き る e し

か し、実 際 に は 群 集は 固定 経路で 避難す る とは 限らず、
こ の モ デル には 限界が あると言える。
　 リア ル タ イ ム 避 難誘 導構 想 は、1980 年代 よ り建 設 省建

築研究所に おい て 研 究 が進 め られ て 来 た 。 こ の 先行 研 究

で は 、 最終的問題点と して 、住民 が 最短距離 に あ る避難

地 へ 避難す るための 避難地と居住地の 配 置問題 が問 わ れ

て い た 。 が 、 本研 究 で は、逆 に、住民の 避難先 で ある 避

難 地 の 位置は 固定で あ る が 、そ こ へ 辿 り着 く経 路 と して

火災を避け ての 迂回 路選 択制 と して い る点 に 特 徴 が あ る 。

こ の 先行研 究で は 防災 同胞 無 線で の 連 絡 法 を 主 体 と し て

た が 、そ の 後 の 技 術進 歩 に よ D 現代で は PDA 等、携帯
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端 末機器が 発達 ・普及をみ て い る 。 本研究で は 、 これ ら

新技術 を考慮 し、決 定 され た避難 路 と避難開始時刻 は、
避難 を行 う最小 集団の リ

ー
ダー宛 に携帯 端末機器 を通 じ

て 配信 され る形 式 を提案 して い る。

3 ．研究の前提彙幹と手法

本研 究は以 下 の 前提条 と研究手法を用い て行われた 。

（1，大震時の 広域避難場所へ の二 母 階避難 を想定

　現在、東京都 で も採用 され てい る居住地より小学校等
一時集合場所 へ の 避難 して か ら、集 団で 広 域避 難場 所 へ

移動す る二 段階避難を想定 し 、 本 研 究 シ ス テ ム は、その

二 段 階 自の 広 城避 難場所 へ の 避難時に 対す る提案であ る。

  指定避難 地 ・ 可 寵経 路 ネ ッ トワーク鯛

　各居住地 ご とに、最終的に逃げ込 む 避難地は決まっ て

い るが．避難経路は火災進行 によ り変化する 。

  ）騒焼シ ミュ レーシ ョ ン

　延 焼 シ ミュ レ
ー

シ ョ ン は外 部 ソ フ トに 寄る もの として

お り 、 本研 究の 実市街地試算で は は 円形状の簡易型延 焼

モ デ ル を採用 し て い る。

（4｝シ ス テ 厶 管理者 と利用者

　本研究で想定 して い る シ ス テ ム管理者は 、発災後、
各都道府 県ごとに設置される災害対策本部にお い て

任命 された職員 （平時の 役職 は防災セ ン ターの シ ス

テ ム管理者を想定）で あ り、シ ス テ ム 利用者は 、携
帯情報端 末を保持す る居住地ごとの 自治会リ

ーダー

（自主防災組織の長など）を想定して い る。

（5）研究の手法

　研 究手法として は 、 ネ ッ トワ
ー

ク上の 最短経路計算ア

ル ゴ リズ ム で あ る ダイ ク ス トラ法 に 、い っ まで 道 路 通 行

が 出 来 る の か そ の 道路 利用 限界の 時間軸概念を取 り入 れ

て い る 。 ダイ ク ス トラ法で は、本来、避 難 地 と居 住地 問
の 道路ネ ッ トワーク を元 に 、 単に 居住地 と避難地を簸短

経路で 結ぷ経路 （パ ス ｝ の 提示 しか 行 えな い もの で あ る。
筆者らは、案際の 地震火災か らの 避難にお い て は道路の

火 災 に よ っ て 道 路 が 閉塞 しネ ッ トワーク構造が 時刻 をお

っ て 変化 して い くこ とに着 目 し、可変ネ ッ トワ
ーク に お

けるネ ッ トワ
ーク と トポ ロ ジの 変化 に対 応 した．最遅避

難時刻の 算出を行っ て い る。ネ ッ トワ
ー

ク に、道路閉塞

時刻とい う時間軸の 概念を取り入れたこ とに よ り、パ ス

の 表示 と共にい つ 出発すべ きか とい う時刻の 算出 も可 能

となる 。

4 ．遺路閉塞を考濾 した遮睡路の 算幽ア ル ゴ リズム

　本研究で は 道路閉塞を考慮 し迂回避難 を行 うこ とを前

提とす る。以下、そ の 手順 を示す 。

　算出は避 難地 ノ
ー

ドか ら遡 っ て 、 各ノー
ドを通過

しな くて はな らな い 時刻を決定して い く。時刻は、
地震発震 を 0 （ゼ ロ ）時刻 とする秒刻み で 計測され

る。

0　 発震直後 ｛図1参照））

1200

O．3

最 短ル ートは計 算されて い る 。

延焼 シ ミ ュ レーシ ョ ン に よ り道路閉塞時刻が

決 定 され る。
数字 は上段 が ル ート通過 の た め の 時閲 距離、
下段が延焼到遡に よる道路 閉 塞時刻

1　 第
一

段階 （図2参 照》

2

3

4

5

6

7
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避難地a に接続 してい るノ
ードに 着目。

b 、c 、　 d に 、通 過必 要 な秒 数 を 閉塞時 刻か

ら引い て仮の 出発 時刻 を入れ る 。

れ b 、 c 、　 d の 中で 最も遅い 出発 時刻 の dに

確定フ ラ グを立て る．

第二 段 階

2．1　 確定フ ラ グの 立っ た dに接続 す る ノ
ードに 着

　　　 目。 今回 は g の み。

2．2　 左 の例 の よ うに道路閉塞時刻 と通過 所 要 時 間

　　　 よ り150秒後を仮の 避難開始時刻とす る。
2．3　 gには他 の 未 フ ラグ上 流 ノ

ードが あ る の で 確

　　　定は しな い 。

第三 段階

3．1　 dの 次に避難開始時刻が遅 い bに確定フ ラグ。
3．2　 bに 接続す る e

，
fに仮 の 避 難 開 始 時 刻 を 入 れ

　 　 　 る。
第四段階

tl 　 仮の 避難開始時刻が入 っ た ノ
ードで かっ 未 フ

　　　ラグなもの の 中、最も避難開始時間が遅い e

　　　を確 定 。

4．2　 e に繋が る ノードfに着 目 。

4．3　 fは e 経 由 で の ル ートを とる こ とに し、260

　　　秒後を仮の 避難開始時刻 とす る。

第五段 階 （図3参照〕

5．1　 仮の 避難開始時刻が入 っ た ノ
ードで か つ 未 フ

　　　 ラ グなもの の 中、最も避難開始時間が遅い f
　　　を確定。
5．2　　　f｝こ繋カヨる ノ

ードo ， htこ着 目 ◎

5．3　 c は f経由 で の ル
ー

トを とる こ と に し、240

　　　秒後を仮の 避 難開始時刻 とす る。

第六 段 階

6．1　 仮の 避 難開始時刻が入 っ た ノードで か つ 未 フ

　　　 ラ グな もの の 中、最も避難開始時間が遅 い c

　　　を確定。
6．2　 cに繋が る ノ

ードgに着目 。
6．3　 gは c 軽由で の ル ートを と る こ と に し、210秒
　　　後を仮の 避難開始時刻とす る。

第七段 階 （図4参照）

7，1　 仮の避難開始 時刻が入 っ た ノードで か っ 未 フ

　　　 ラ グな もの の 中、最も避難開始時間 が 遅 い g

　　　を確定。

2347．
77

cに繋が る ノ
ードhに 着 目。

今 回、ル
ート付 替えは しない。

全て の ノードの 避難開始時刻 が確定 した 。

　ア ル ゴ リズ ム は以 上 の 通 りで あ り、 次 頁 図 1〜4に て ご

く簡単なモ デル 図 に よ るル ート針算の 例 が示 され て い る。
　ま た 、 こ の ア ル ゴ リズ ム に墓く算出プ ロ グラ ム は 同 じ

く次頁 図5で示 され るブ ロ ッ クチ ャ
ートに基づ い て 計 算 さ

れ る a プロ グラム配述 には C 雷語を用い た 。
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図1 発震動直後

図 3 第五 段階

図4 第七 段階

　左の 図 1〜 4 に お い て 、ル
ート上 の 数字 は 上 が 通過

時闇距離、下 が切断時刻で ある。

　 こ の よ うな ノ
ードに対 して ラベ ル の 付け替 え を行い

確定 した箇所 に は フ ラ グを立 てて い く とい う方 法は ラ

ベ リン グ法 と呼 ばれ、参考文 献 5及 び 6 に 詳 しい。
　また、図 5 プ ロ グラム チ ャ

ートで使 用 さて い る各変

数 は 図 中左 下の 囲み内にて 説明され て い る。

図 5 プ ロ グ ラム チ ャ
ー

ト
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　（対象避難区域 ： 大森
一

中及 び 森ヶ 崎公園
一

帯）

5 ．実市衡地での試算

　試算を行 うに あた っ て の モ デル 地域は大田 区 の 北粧谷

か ら大森 に か け ての 地 域で あ る。ちょ う ど羽 田 空港の 手

前 とな る埴城で 、東京都指定の 広域避難場所 名 で は 大森
一

中及び 森 ヶ 崎 公 園一
帯が指定避難 地 と して割 り当て ら

れ て い る 。

　市街地モ デル の 地 理的情報デ
ー

タ は 、 国土 交通省出版
の 数億地図 を もとに してお り、これ を Esri 杜の GIS ソ フ

トArcViev を用 い 、 必 要と され る形に加 工 を行 っ て い る。
　実市街 地 の 概 要 と試算にあ た っ て の 前捷条件 は衷 1 に
一
時集合場所の位盟 と名称は図 6 に示 され る通 りで あ る。

図 5 の プ ロ グ ラム チ ャ
ートで必 要 と されるノ

ー
ド間の時

聞距離は 寞距離 を住 民の歩行 速度で 割 っ た もの 、切 断 時

刻は 火 点か らル ート中央点ま で の 直線距離を延焼速度で

割 っ た もの となる （円形状に 延焼が 広が る簡 易型 の 延焼
シ ミュ レ ー

シ ョ ン ）。また、迂 回避 難 を行 うに あた り、
今回 の試 算で は、避難対象区域か ら 50伽 以 内の 区域 外道

路 も対 象 と して い る。この 区域内の 道踏 と 500u圖内道路
を迂回避難路 と して 、試算は行わ れ て い る 。 図 6 に 示 さ
れ る よ うに、試算例で は、火 点 を地城内に 1 箇所 、外 部

に 1箇所、計 2 箇所 般 けた。
　こ の地 域内 の 一時集合場所は 7 箇所 で あ る。 今回 の 試
算で は、こ れ ら 7 箇所 全てか ら広 域避 難場所 まで の 最 遅

避難及び最短距離避 婬で の 避難距雌、避難開始時劾 の 計

算を行っ た。そ の 結果を表 2、表 3 に ま と めて い る。図 6

に は避難経路の 例 と して 北糀谷小 学校 と大森第 4小 学 校

か らの ル ートを示 した。

表 1 実 市街 地の 概要及 ぴ 前提条件

広増避難場所名 大森
一
中及び森ヶ 崎公 園一帯

避難計圃人 ロ 17。300人
町丁 目数 7

最遠地填の

　　匿線踵離

6 

出火点数 2 火点 （地域内 1、外 部 よ り 1）
琵焼遮度 1伽！時 （都市の 難燃 化傾 向 を脅慮 し

たゆっ く りと した 延焼 g ）

住民歩行逮度 蹄害物な どを考慮 して 6伽 ／ 分

迂回避難 に 使用

する道 路

避難対象区壊内の 道路及び

区填 よ り近隣 500  ■内 の 進路

表 2 避難 距離の 比較
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　　　　　　表 3　避難開 始時刻 の 比 較

※ 遜鑑開始時刻は全 て発震時か らの経 過時 間で 表示 される。

6 ．鼠算の結果と考察

　 全般的に見 る と s 最遅避難 で 避難 し た 場合 と最 短 距 離

で 避難 した場合 で 避難開始時刻が 延 長 され た ケー
ス は A

の 北糀谷小学校 と C の 京 浜病 院 の 一時 集合 場所 か ら出発

した 2例 の み で あるe こ の 2 つ の 場所 の 特徴は、避難 ス

タート地点 （
一

時集合場所 ） と ゴー
ル 地 点 （広 域避難場

所） の 間に火点が存在す るとい うこ とに ある。
　 し か し、A

，
　C の 両者の 最遅避難路の 計算結果につ い て

は、この 数値を実務的に避難誘導で 取 り上 げ る こ とが 可

能か ど うか とい う点で大 きな差が 見られ る。
　表 2、表 3 よ り A の 北糀谷 小 の 地 域 は 1．2  の 迂回 に

よ っ て 約 2 時間の 避 難 猶予 時 間が 与 え られて い る。この

2 時間 の 猶予 時間が 与 え られ る と い う こ とは、そ の 間に

初期 消火 や救助などが大分進む はず で あ り 、 地域 に お け
る住 民の 自助 活 動 を行 う上 で 有用 な情報 で あ る と言 え る 。

　逆 に 、 C の 京 浜 病院の 場合は 、1 分 半 の 出発 の 差 で

2．8  の 迂回 を しな くては い な らな い 結果 となっ て い る。

これ は 、 こ の 場所 が 2 つ の 火点 に挟まれ る よ うな地点 に

位 置 して い る た め 経路 へ 延 焼 が 及 ぷ 時 間 が か な り早 い と

い うこ とが理 由 と して 考え られ る。こ の C の 京浜 病院 を
一時避 難 揚所 とす る 地域で こ の 出火 パ ター

ン で あっ た場

合は 、 最遅避難方式 は採用 せ ず に 、最短 距離の 避 難 で 逃

げた 方が 良い と言え よ う。

　 B ， E ，　 F ，　 G の 地域は火点よ り も避難 地 に 近い 位置

関係 とな っ て い るため 、 最短経路で 避難す る場合 と最遅
避難 で 避 難す る 場合 とで 同 じ結果 とな っ て い る と考え ら

れ る 。

　また、避難猶予 時間に つ い て 考え る と、一番 避 難 ま で

の 猶 予 時 間が な い C の 京浜病院の 場 合 で も 7，
　154 秒後 （1

時 聞 59 分 ｝とな っ てお り、こ の 結果 は 、震災 後の 居住地
城 で、と りあ えず の 自助活動を行 うに は十 分 に足 る 時間
と思わ れ る。し か し、こ の 問 題 は延焼の 速度 に依存す る

ため 、今回 は延 焼速度を表 1の 通 り 10m ／時 とい う非常
にゆ っ く りと した 時聞に とっ て い る た め で ある と考 え ら

れる。

　避 難 距 離 に つ い て は、一般 に は 4km 以上 歩く場合 を遠
距 離避難 と呼び 、現 在東京都 で は避難 地 ま で の 歩 行 距 離

が 3km 以 下 に する こ とを 目標 と して い る．この 点か ら

も、C の 京 浜 病院 で は最遅避難を採用 した場合、4．4 

の 避 難 距 雌 とな り不 適 格な数値で あ る 。 次に 最遅避難に

よ る補 講距離が長 い A の 北糀谷 小 学 校 の 場合は 2．9   と

な る が、これ は 東京 都基準に対 し て も
一

応、許 容範囲内
であ る。

7 ．今後の研究課題と奚施へ の 方策

｛1）ア ル ゴリズム 及びモ デル の課題

　本論文冒頭で 述べ た 当初 の 目的は、既 に述べ た よ うな

形で 達成をみ て い る。しか し、本 シ ス テ ム は ア ル ゴ リズ

ム およびモ デル と して 、 改良・改善すべ き課題 が まだ い

くっ も存在す る。
a｝達回避難距隙の 限界間題

　 現段 階 にお け る最 大 の 課 題 は、迂 回避難路の 限界をど

う設けるか とい う点に ある 。 理 論上、本ア ル ゴ リズ ム で

は 対 象 とす る避 難路 を 何らかの 形 で限 定 した もの と しな
い と 、 迂回避難は どこ まで も続 い て い っ て しま う。今 回

の 試算 にお い て は 、 避難対象区域の 近 隣 500皿 圏 内の 道 路
を使用 す る もの とす る とい う区切 りを設 けて い る。しか

し、理 想的 に は 、 避難路の 合計 が 3  以 下 （あ るい は

2  以 下 ）に なる とい っ た形 で の 制限 条 件 とす る方が よ

り実務的 であ る と考 え られ る。 こ の 全体距離が一定以 下

に なる とい う算出法へ とア ル ゴ リズ ム を改変す る こ とが

当面の
一
番の 課題 で あ る と言 える 。

b｝混雑 の 導 入

　現在は 、 道路の 混雑 に よ る停滞 は考 えない 形で 算定を
して い る e しか し、実 際の 避難で は 必 ず道路幅 と混雑 に

よ る停滞が起 こ る もの で あ り、そ もそ も最遅避難 とい う

考え 方が最初 に提唱された増山 ・梶踰文
1；

で は 、 こ の 混

雑問題か ら避難開始限界時刻を求め る とい う着眼 点で研

究が 行 わ れ て い る。 こ の 混雑を考慮 した アル ゴ リズ ム へ

の 改良も、行 っ て い か な くて は な らない。
c》避錐略の 重 要性評価

　 こ の ア ル ゴ リズ ム を利 用 した今 後の 展開 と し て は、火

点位置 の 変化 と延焼 に よる 道路閉塞の パ ター
ン を増やす

こ とに よ り、どの 避 難路が 切 断 され る と最も避難開始時

刻及び 避難距離に影 響するの か、各避難経路の 重 要性 評

価 が 可能 とな る と考 え られ る。
こ れ に よ っ て 避難路と し

て ク リテ ィ カ ル と算 出 され た道路に は 消防力 の 重点 配 置
計画 を行 う等の 応用 が 可能とな り、行 政実 務上 も非常に

有 用 な もの となっ て い くと考 え られ る。
の リア ル タ イ A での 情報収集

　現 在は、延 焼 シ ミュ レ
ー

シ ョ ン に基 づ く道路 の 閉塞時
刻 を採用 して い るが、将 来 的 には、リア ル タ イ ム での 道

路閉塞情報を入 れ た避 難誘導へ と繋が っ て い くこ とを 想
定い る 。

e）避難猶予 時間 と迂 回避 難距離の 選択的意志決定
　計算 され た避難猶予時間に対 して どの 位 の 迂回距離ま
で が 許容範囲 で あ る の か に つ い て は、補注 （3）に示 され

る式 に なる が、こ の 式 に 対 して罅 を求め る方 法 に つ い て

既 存経 済モ デル などの 適用 を考えて い る 。

ω 実 施 へ の 方策

　本 シ ス テ ム を実際 に 運 用 して い くた め には、い くつ か

の 政策的課 題が存在す る。
a）避 難調 始参考時刻 として の 最遅避難開始時刻

　本研 究で提唱 して い る最遅避難方式 は、寞際の 政策現
場 にそ の まま 持 ち込 む には、問題 が あ る。そ の 問 題 の 中

で
一
番大 きい もの は、この 最遅避 難で の 避難開始時刻 は、

延 焼シ ミ ュ レーシ ョ ン 等、外部の 所 与条件 に依 存 す る と

こ ろが 大 きい とい う点 で ある 。 延 焼シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン と

い うもの は、どん なに 精度の 高い もの で あ っ て も絶対 と

い うこ とはな く、気象状 況の 急 速な変化などに よっ て延

焼速度 は 大き く左右 され、シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結 果 とは異
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な る結果 と な るこ とは 容易に予想され る 。 こ れ はっ ま り、
その 延焼シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン に拠 る とこ ろ が 大 き い 最 遅避

難方式 の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン 誤差に直結する。

　 っ ま り、実 際 の 政策現場 で は、本研 究 に よ る最遅避簸

開始時刻は シ ス テ ム 管理者が算定を行 っ た後 に、30 分
な い し 1 時 間の 避難開始に お け る 「余裕時間」 を上乗せ

した上で、避難勧告を 通達 して い くとい う方 式 に す る こ

とが 現案的 で あると考えられ る。つ ま り最遅避難時刻は、
避難開始の 参考時刻 として算出され る とい うこ とで あ る。

　また 、 こ れ らの 最遅避難時刻を採用 す る か どうかにつ

い て は 、地 域の 自主 防再 組 織 な どに お い て予 め 意思決 定
を行 い 、 採 用 する場合に は、自治体が 発 令す る 「余裕時

閥亅 に 更 に 上 乗 せ した形 で 独 自の 避難開始時刻を設定す
るな ど地域 に おける住民の 合意に 基づ い た 形 で 適用す る

こ とが、 実務的に は考えられ る。
　 しか し、こ うした避難開始参考時刻 とい う形 であ っ て

も、現在 、 東 京 都な どが採用 して い る発 震後
一

定時間後
に一斉避難 を 開始す る とい う方 式 よ りは 、避錐開 始時刻

算定に充分、蓋 然性 を与 え て い ると思われ る。
b》情報伝逮 体制 の 検肘

　本研 究で は、自治会 ・町 内会内 にお ける情報収集体制
に グル

ープ リーダー
制 を採用 し、 算出された避難猶 予 時

聞を住民 に 効串的に伝達す る方法を提 案す る。これ は、
予め 10 戸 か ら ユ5 戸 単位で グル

ープ リーダーを選出 して

お き、その リ
ー

ダ
ー

は 日ごろ よ り情報収集研修など受け 、

有事に備えて お くもの とする。 その 際 に は 、 昨今普及の

目覚 しい 情報提 示機 能付 き携 帯 電 話 な ど個人用 の 携 帯端

末機 器 （PDA 》を活用する。
1）避難を必 要 とする 大規模地震の 発震後、行政 は避難勧
告を行 う。 こ の 報知 の 行い 方は 従来よ り設 置普及 に っ と

め られ て きた 防災同報無線 を活用す る 。

2）グル
ー
プ リーダーは この 避難勧告 を受 け 、 速や か に

一

時集合場所 に集合 し 、 その 場で 最終的な最遅避 難開始 時

刻とそ の 際の 避難路の 指示 を、個人 携 帯 端 末 へ 入 力す る。
3）グル ーブ リーダーは各居住地に 戻 り、最終的な避 難開

始時 刻 と経 路 の 伝 逮を行 う。こ の 時、災害弱 者 の 先行避

難の 指示 も行わ れる。
4》住 民 は、与 え られ た避 難猶 予時間内に 各居 住 地 に て 初

期消火活動等の 活動を行 う。
5｝住民 は グル ープ リーダー

の 指示 に従 い 、最遅避難開始
時刻 まで に小学校等

一
時避難場所 に集合集合す る。

6）各グル ープ ご とに避難を 開始する。
　本 研 究 で 提 唱 す る上 記 の よ うな 避 難 形 式 は s 最遅避難

時刻 の 伝逡 とい う面の みならず、グル
ー

プリーダー育成
に よる 日頃か らの 防災意識の 喚起に も繋が っ て い くもの

で ある。特 に、昨今 で は従来型 の 消火器使用馴練や建物

脱 出訓 練一辺 倒 で あ っ た 防災訓 練の あ り方 に プ ラス して

情報収漿訓 練の 重 要性 が 間われ て 来て い る。こ の 方法は、
これ ま で の 白治会 ・町 内会単位で の 防災訓練の あり方 へ

新 しい 風 を起 こ す こ とに なろ う。
　ま た 端末機器 に つ い ては、個人 の 使 い なれた もの が

一

番で あ る。日頃使 い なれ て い な い もの を緊急時に 急遽使

用 を迫 られ て も 無理 で あ る。 その た め リ
ー

ダーlyの 機 器
貸与及 び購入 助成金 などの 形 で行 政 援 助 を 行 う形 が 想定
される 。

　また、こ の 情報 伝進 体 制 を用 い て 地域住 民 に 対 して は

避 難路 と同 時 に延焼拡大の 様子 も リア ル タ イ ム 提示 す る

とい うこ とも考 え られ るが 、 延焼図を提示 する こ とに よ

るパ ニ ッ ク の 発 生 を考 える と積極的に は勧め られ な い。
但 し、一方 で 地 元住民 は近 隣 の 避 難 路 の 様子 に っ い て 長

年の 経験 とカ ン を持っ てお り、こ れ に よ っ て突発 事故 の

際などに は機械 計算で は得られない 機転 に よ っ て 危機を

乗 り越 え る とい うこ とも予想 され る。こ の あた りの 情報
を行政側 が どの よ うに コ ン トロ ール して い くの か とい う

問題 は、意思決定の 問題 と合わ せ、一
つ の 重 要 な研究展

望 で あ る。

8 ．まとめ

　本踰文で最初に掲げた 目標は、い くつ か の 限 定 条件下
で は あ るが、逮成 をみ て い る。今 後 は 8 章で 掲げたア ル

ゴ リズム 的モ デル 的縢題 、 及び政策実施上の 課 題 を更 に

検 討 し．シ ス テ ム 改善 ・改良を 行っ て い くこ とが必 要 と

されて い る。

　本研 究及 び 本論文 の 成果 に よ り、80 年代 に提唱 され

て 以 降、やや 停滞気 味 で あっ た リア ル タイ ム避 難誘導構

想 につ い て、今後、再び 議躪 ・
検討が活発 に 行われ るよ

うに なる こ と を願 っ て や まない。

補注

（りこ うした行政の期待す る自駒活動を住民が どの 程度行える も

の 力丶 自主防災組織 が 消火 器 に よ る初期消火を行 う場合を 想定

した 「自主防災想織の 初期消火能力評価j 都研究 され てい る。
（2） これま で 都心 部 で推進 され て きた郵市の 不燃化 ・難燃化傾

向が こ の 研 究の 大 きな前提 と してあ る。一
箇所 に て 地震火災が

起 こ っ た 後も、それ が 他 に燃 え広が りに くい 状況 、 燃 え広が る

に も時問が かか る状温 となっ て来て い る 現在、他地域か らの 延

焼 による避難勧告が 出 された 後も様 々 な住民活 動 を可 能 とす る

避難 猶予 時間が生 じ て くる と考えられ る．
（3）滞在 で きる時間 （T）と避難距離 （D）につ い て

f（T，D）re 〔一定〕とい う劒限下 で、　U謂 （↑，　D）→ mex とい う間題 と

な るが、今回扱わない ．
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